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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　像担持体上に形成される単色のトナーパターンの濃度に基づいて入力画像データの階調
補正を行い、階調補正後の画像データに基づいて像担持体上に重ね合わさるように形成さ
れた各色のトナー像を、記録シートに転写してカラー画像を形成する画像形成装置であっ
て、
　階調補正用の単色のトナーパターンを前記像担持体上に形成する形成手段と、
　前記像担持体上の転写前の前記トナーパターンの濃度と、前記トナーパターンを転写し
た後に前記像担持体上に残存している前記トナーパターンの残存濃度とを取得する取得手
段と、
　転写前の前記トナーパターンの濃度の値に基づいて入力画像データの階調値を補正する
ための第１階調補正テーブルを作成する第１作成手段と、
　前記第１階調補正テーブルを用いて階調値を補正した場合よりも、前記残存濃度に相当
する分だけ階調値が大きくなるように入力画像データの階調値を補正するための第２階調
補正テーブルを、転写前の前記トナーパターンの濃度の値と前記残存濃度とに基づいて作
成する第２作成手段と、
　多色の画像データが入力された場合に、当該画像データの示す色濃度データの内、前記
像担持体上において最下層に重ね合わされる色を除く色濃度データの階調値を、前記第１
階調補正テーブルを用いて補正し、最下層の色の色濃度データの階調値を、前記第２階調
補正テーブルを用いて補正する補正手段と、
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　を備えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記像担持体は、中間転写ベルトであり、
　前記中間転写ベルト上のトナー像を記録シートに転写する２次転写ローラを備え、
　前記取得手段は、
　前記中間転写ベルト上の転写前の前記トナーパターンの濃度と、前記トナーパターンを
前記二次転写ローラに転写した後に前記中間転写ベルト上に残存しているトナーパターン
の残存濃度とを検出する検出手段と、
　検出した残存濃度に基づいて前記トナーパターンを記録シートに転写した場合における
トナーパターンの残存濃度を決定する決定手段と、
　決定した前記残存濃度を取得する残存濃度取得手段と、
　を有する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記第２作成手段は、
　転写前の前記トナーパターンの濃度の値を、前記残存濃度分だけ減算した値に補正し、
当該補正値にもとづいて前記第２階調補正テーブルを作成する
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記補正手段は、単色の画像データが入力された場合に、当該画像データの示す色濃度
データの階調値を、前記第２階調補正テーブルを用いて補正する
　ことを特徴とする請求項１～３の何れかに記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記トナーパターンは、前記像担持体上において記録シートが通紙される通紙領域以外
の非通紙領域に形成される
　ことを特徴とする請求項１～４の何れかに記載の画像形成装置。
【請求項６】
　像担持体上に形成される単色のトナーパターンの濃度に基づいて入力画像データの階調
補正を行い、階調補正後の画像データに基づいて像担持体上に重ね合わさるように形成さ
れた各色のトナー像を、記録シートに転写してカラー画像を形成する画像形成装置におけ
る画像形成方法であって、
　階調補正用の単色のトナーパターンを前記像担持体上に形成する形成ステップと、
　前記像担持体上の転写前の前記トナーパターンの濃度と、前記トナーパターンを転写し
た後に前記像担持体上に残存している前記トナーパターンの残存濃度とを取得する取得ス
テップと、
　転写前の前記トナーパターンの濃度の値に基づいて入力画像データの階調値を補正する
ための第１階調補正テーブルを作成する第１作成ステップと、
　前記第１階調補正テーブルを用いて階調値を補正した場合よりも、前記残存濃度に相当
する分だけ階調値が大きくなるように入力画像データの階調値を補正するための第２階調
補正テーブルを、転写前の前記トナーパターンの濃度の値と前記残存濃度とに基づいて作
成する第２作成ステップと、
　多色の画像データが入力された場合に、当該画像データの示す色濃度データの内、前記
像担持体上において最下層に重ね合わされる色を除く色濃度データの階調値を、前記第１
階調補正テーブルを用いて補正し、最下層の色の色濃度データの階調値を、前記第２階調
補正テーブルを用いて補正する補正ステップと、
　を含むことを特徴とする画像形成方法。
【請求項７】
　前記像担持体は、中間転写ベルトであり、
　前記中間転写ベルト上のトナー像を記録シートに転写する２次転写ローラを備え、
　前記取得ステップは、
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　前記中間転写ベルト上の転写前の前記トナーパターンの濃度と、前記トナーパターンを
前記二次転写ローラに転写した後に前記中間転写ベルト上に残存しているトナーパターン
の残存濃度とを検出する検出ステップと、
　検出した残存濃度に基づいて前記トナーパターンを記録シートに転写した場合における
トナーパターンの残存濃度を決定する決定ステップと、
　決定した前記残存濃度を取得する残存濃度取得ステップと、
　を含むことを特徴とする請求項６に記載の画像形成方法。
【請求項８】
　前記第２作成ステップにおいて、
　転写前の前記トナーパターンの濃度の値を、前記残存濃度分だけ減算した値に補正し、
当該補正値にもとづいて前記第２階調補正テーブルを作成する
　ことを特徴とする請求項６又は７に記載の画像形成方法。
【請求項９】
　前記補正ステップにおいて、単色の画像データが入力された場合に、当該画像データの
示す色濃度データの階調値を、前記第２階調補正テーブルを用いて補正する
　ことを特徴とする請求項６～８の何れかに記載の画像形成方法。
【請求項１０】
　前記トナーパターンは、前記像担持体上において記録シートが通紙される通紙領域以外
の非通紙領域に形成される
　ことを特徴とする請求項６～９の何れかに記載の画像形成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子写真方式の複写機やプリンタ等の画像形成装置に関し、特に画像形成装
置において出力画像の階調補正をする技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真方式の複写機やプリンタ等の画像形成装置においては、入力画像の階調が、記
録シートに転写された出力画像においてリニアに（比例関係になるように）再現されない
ため、入力された画像データを、階調補正曲線（γ補正曲線）に基づいて階調補正して、
出力画像の階調が入力画像の階調とリニアに再現されるように調整されている。
　又、機内の温湿度の変化や感光体ドラム等の部品の劣化等により、感光体ドラムへのト
ナー付着量が変化するため、γ補正曲線を定期的に更新することが要求される。
【０００３】
　このため、画像形成装置には、階調補正に用いるγ補正曲線を定期的に更新する機能が
設けられている。例えば、特許文献１には、所定の階調値を有する画像データに基づき階
調補正用の各色のトナーパターンを像担持体上にそれぞれ形成し、形成した各色のトナー
パターンの濃度を反射型の測定センサを用いて測定し、測定結果に基づいてγ補正曲線を
作成することにより、γ補正曲線を定期的に更新する技術が開示されている。
【０００４】
　これにより、出力画像における階調再現性を常に良好に保つことができ、記録シート上
に形成される各色の画像の濃度の安定化を図ることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－２５９２６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記従来技術による階調補正技術では、出力画像として複数種類の単色
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のトナーを重ね合わせて多色を再現しようとする場合に、所望の色合いとズレが生じる場
合がある。例えば、トナー像を中間転写ベルト上に一次転写させた後、記録シート上に二
次転写させて出力画像を再現させる方式の画像形成装置では、複数種類の単色のトナーを
中間転写ベルト上で重ね合わせて多色の混色画像を再現しようとする場合に、中間転写ベ
ルト上に重ね合わされた最下層のトナーについては、単色の画像を再現する場合と同様に
２次転写後にその一部が中間転写ベルト上に残トナーとして残ってしまう（図１３（ａ）
、（ｂ）参照）。その結果、最下層のトナーについては記録シートに全量が転写されない
のに対し、中間転写ベルトと非接触の最下層以外のトナーは、記録シートにほぼ全量が転
写されるので、最下層のトナーとそれ以外のトナーとの間で記録シートに転写されるトナ
ー量の転写率に差が生じてしまうからである。
【０００７】
　つまり、各色について作成されたγ補正曲線を用いて、出力画像の階調補正を行う場合
に、この転写率の差が考慮されずに出力画像の各色の階調値が決定されるので、例えば、
各色が同一階調値になるように階調値が決定されたとしても、記録シート上に実際に再現
される画像においては、最下層の色の階調だけ、他の色より転写率の差分に相当する分だ
け階調が小さくなってしまい、その結果、多色が混色された出力画像の色合いが所望の色
合いで再現されないという不具合が生じる。
【０００８】
　本発明は、上述のような問題に鑑みて為されたものであって、多色が混色された出力画
像を再現する場合においても、所望の色合いで精度よく再現することが可能な画像形成装
置及び画像形成方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するため、本発明の一形態に係る画像形成装置は、像担持体上に形成さ
れる単色のトナーパターンの濃度に基づいて入力画像データの階調補正を行い、階調補正
後の画像データに基づいて像担持体上に重ね合わさるように形成された各色のトナー像を
、記録シートに転写してカラー画像を形成する画像形成装置であって、階調補正用の単色
のトナーパターンを前記像担持体上に形成する形成手段と、前記像担持体上の転写前の前
記トナーパターンの濃度と、前記トナーパターンを転写した後に前記像担持体上に残存し
ている前記トナーパターンの残存濃度とを取得する取得手段と、転写前の前記トナーパタ
ーンの濃度の値に基づいて入力画像データの階調値を補正するための第１階調補正テーブ
ルを作成する第１作成手段と、前記第１階調補正テーブルを用いて階調値を補正した場合
よりも、前記残存濃度に相当する分だけ階調値が大きくなるように入力画像データの階調
値を補正するための第２階調補正テーブルを、転写前の前記トナーパターンの濃度の値と
前記残存濃度とに基づいて作成する第２作成手段と、多色の画像データが入力された場合
に、当該画像データの示す色濃度データの内、前記像担持体上において最下層に重ね合わ
される色を除く色濃度データの階調値を、前記第１階調補正テーブルを用いて補正し、最
下層の色の色濃度データの階調値を、前記第２階調補正テーブルを用いて補正する補正手
段と、を備える。
【００１０】
　ここで、前記像担持体は、中間転写ベルトであり、前記中間転写ベルト上のトナー像を
記録シートに転写する２次転写ローラを備え、前記取得手段は、前記中間転写ベルト上の
転写前の前記トナーパターンの濃度と、前記トナーパターンを前記二次転写ローラに転写
した後に前記中間転写ベルト上に残存しているトナーパターンの残存濃度とを検出する検
出手段と、検出した残存濃度に基づいて前記トナーパターンを記録シートに転写した場合
におけるトナーパターンの残存濃度を決定する決定手段と、決定した前記残存濃度を取得
する残存濃度取得手段と、を有することとすることができる。
【００１１】
　さらに、前記第２作成手段は、転写前の前記トナーパターンの濃度の値を、前記残存濃
度分だけ減算した値に補正し、当該補正値にもとづいて前記第２階調補正テーブルを作成
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することとすることができる。
　又、本発明の一形態に係る画像形成方法は、像担持体上に形成される単色のトナーパタ
ーンの濃度に基づいて入力画像データの階調補正を行い、階調補正後の画像データに基づ
いて像担持体上に重ね合わさるように形成された各色のトナー像を、記録シートに転写し
てカラー画像を形成する画像形成装置における画像形成方法であって、階調補正用の単色
のトナーパターンを前記像担持体上に形成する形成ステップと、前記像担持体上の転写前
の前記トナーパターンの濃度と、前記トナーパターンを転写した後に前記像担持体上に残
存している前記トナーパターンの残存濃度とを取得する取得ステップと、転写前の前記ト
ナーパターンの濃度の値に基づいて入力画像データの階調値を補正するための第１階調補
正テーブルを作成する第１作成ステップと、前記第１階調補正テーブルを用いて階調値を
補正した場合よりも、前記残存濃度に相当する分だけ階調値が大きくなるように入力画像
データの階調値を補正するための第２階調補正テーブルを、転写前の前記トナーパターン
の濃度の値と前記残存濃度とに基づいて作成する第２作成ステップと、多色の画像データ
が入力された場合に、当該画像データの示す色濃度データの内、前記像担持体上において
最下層に重ね合わされる色を除く色濃度データの階調値を、前記第１階調補正テーブルを
用いて補正し、最下層の色の色濃度データの階調値を、前記第２階調補正テーブルを用い
て補正する補正ステップと、
を含むこととすることができる。
【００１２】
　ここで、前記像担持体は、中間転写ベルトであり、前記中間転写ベルト上のトナー像を
記録シートに転写する２次転写ローラを備え、前記取得ステップは、前記中間転写ベルト
上の転写前の前記トナーパターンの濃度と、前記トナーパターンを前記二次転写ローラに
転写した後に前記中間転写ベルト上に残存しているトナーパターンの残存濃度とを検出す
る検出ステップと、検出した残存濃度に基づいて前記トナーパターンを記録シートに転写
した場合におけるトナーパターンの残存濃度を決定する決定ステップと、決定した前記残
存濃度を取得する残存濃度取得ステップと、を含むこととすることができる。
【００１３】
　さらに、前記第２作成ステップにおいて、転写前の前記トナーパターンの濃度の値を、
前記残存濃度分だけ減算した値に補正し、当該補正値にもとづいて前記第２階調補正テー
ブルを作成することとすることができる。
【発明の効果】
【００１４】
　上記構成を備えることにより、多色の画像データ入力された場合に、像担持体上におい
て最下層に重ね合わされる色を除く色であって、転写時に像担持体上にトナーが残存しな
い色の色濃度データについては、残存濃度が考慮されていない第１階調補正テーブルを用
いて階調補正が行われ、転写時に像担持体上にトナーの一部が残存する最下層の色の色濃
度データについては、第１階調補正テーブルを用いて階調補正を行った場合に比べて残存
濃度に相当する分だけ階調値が大きくなるように、第２階調補正テーブルを用いて階調補
正が行われるようにすることができる。その結果、多色が混色された出力画像を再現する
場合において、最下層の色とそれ以外の色との間に生じる、像担持体上におけるトナー残
存濃度差に起因する階調値の誤差を少なくすることができ、出力画像を所望の色合いで精
度よく再現することができる。
【００１５】
　ここで、前記補正手段は、単色の画像データが入力された場合に、当該画像データの示
す色濃度データの階調値を、前記第２階調補正テーブルを用いて補正することとしてもよ
い。又、前記補正ステップにおいて、単色の画像データが入力された場合に、当該画像デ
ータの示す色濃度データの階調値を、前記第２階調補正テーブルを用いて補正することと
してもよい。
【００１６】
　これにより、転写時に像担持体上にトナーの一部が残存する単色の画像データについて
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は、第１階調補正テーブルを用いて階調補正を行った場合に比べて残存濃度に相当する分
だけ階調値が大きくなるように、第２階調補正テーブルを用いて階調補正が行われるので
、単色の画像データにおける階調補正の精度を高めることができる。
　ここで、前記トナーパターンは、前記像担持体上において記録シートが通紙される通紙
領域以外の非通紙領域に形成されることとしてもよい。
【００１７】
　これにより、階調補正用のトナーパターンが像担持体上の非通紙領域に形成されるので
、記録シート上へのトナー像の印刷処理と並行して階調補正用のトナーパターンを形成す
ることができる。従って、階調補正用のトナーパターンの形成に起因する印刷処理の遅延
時間を少なくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】画像形成装置１０の全体の構成を示す図である。
【図２】制御部１４の構成を示すブロック図である。
【図３】画像信号処理部１０５の構成を示す図である。
【図４】γ補正用ＬＵＴの具体例を示す。
【図５】最下層色特定テーブルの具体例を示す。
【図６】γ補正データ作成処理の動作を示すフローチャートである。
【図７】γ補正データ作成処理時における中間転写ベルト２１と二次転写ローラ３５の位
置関係の変化を示す図である。
【図８】中間転写ベルト２１上に形成された各色のトナーパターンの具体例を示す。
【図９】トナーパターンを構成するパッチの配列の具体例を示す。
【図１０】γ補正データ作成処理において作成される測定曲線、差分測定曲線、残トナー
補正曲線の具体例を示す。
【図１１】γ補正データ作成処理において作成される第２γ補正曲線の具体例を示す。
【図１２】画像データγ補正処理の動作を示すフローチャートである。
【図１３】二次転写の前後において中間転写ベルト上に担持されているトナーの様子を示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明に係る画像形成装置の実施の形態を、フルカラーのタンデム型画像形成装
置（以下、単に「画像形成装置」という。）を例にして説明する。
　（１）画像形成装置の全体の構成
　図１は、本実施の形態に係る画像形成装置１０の全体の構成を示す図である。
　同図に示すように、画像形成装置１０は、周知の電子写真方式により画像を形成するも
のであり、画像プロセス部１１と、給紙部１２と、定着部１３と、制御部１４と、画像読
取部１５等から構成される。この画像形成装置１０は、ネットワーク（例えばＬＡＮ）に
接続されて、外部の端末装置（不図示）からのプリントジョブの実行指示を受け付けると
、その指示に基づいてシアン、マゼンタ、イエロー、およびブラック色からなるカラーの
画像形成を実行する。
【００２０】
　以下、イエロー、マゼンタ、シアン、ブラックの各再現色をＹ、Ｍ、Ｃ、Ｋと表し、各
再現色に関連する構成部分の番号にこのＹ、Ｍ、Ｃ、Ｋを添字として付加する。
　画像プロセス部１１は、駆動ローラ２２と従動ローラ２３により張架された中間転写ベ
ルト２１の下方に、Ｙ～Ｋ色のそれぞれに対応する作像ユニット２０Ｙ、２０Ｍ、２０Ｃ
、２０Ｋを列設してなり、さらに、アクチュエータ３９を通じて中間転写ベルト２１と圧
接、離間が可能な二次転写ローラ３５を備えている。又、従動ローラ２３の下方には、中
間転写ベルト２１上に残留するトナーを除去するためのクリーナ２４が配置されている。
クリーナ２４は、中間転写ベルト２１と圧接、離間が可能なように構成され、制御部１４
により圧接、離間が制御される。
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【００２１】
　各作像ユニット２０Ｙ～２０Ｋは、感光体ドラム１Ｙ～１Ｋと、その周囲に配設された
帯電器２Ｙ～２Ｋ、露光部３Ｙ～３Ｋ、現像器４Ｙ～４Ｋ、１次転写ローラ５Ｙ～５Ｋお
よび感光体ドラムを清掃するためのクリーナ６Ｙ～６Ｋなどからなる。
　現像器４Ｙ～４Ｋには、対応する感光体ドラムにトナーを供給するための現像ローラ４
１Ｙ～４１Ｋが設けられており、各現像ローラ４１Ｙ～４１Ｋには、図示しない現像バイ
アス電源部により個別にバイアス電圧が印加される。
【００２２】
　上記のような画像プロセス部１１の構成において、例えば、感光体ドラム１Ｋ上へのブ
ラックのトナー像の作像は、感光体ドラム１Ｋを帯電器２Ｋにより一様に帯電させた後、
露光部３Ｋから射出されたレーザビームＬで露光走査して静電潜像を形成した後、現像器
４Kの現像ローラ４１Ｋからトナーの供給を受けて顕像化することによりなされる。
　このように作像されたブラックのトナー像は、一次転写ローラ５Ｋと感光体ドラム１Ｋ
間に作用する静電力により中間転写ベルト２１上に一次転写される。他色の作像ユニット
２０Ｙ，２０Ｍ，２０Ｃによるトナー像の作像動作も上記と同様にして行われる。なお、
各作像ユニットにおける作像動作は、各色のトナー像が中間転写ベルト２１上の同位置に
多重転写されるように所定のタイミングずつずらして実行される。
【００２３】
　二次転写ローラ３５は、アクチュエータ３９の図１には図示されていない駆動ロッド（
後述する図７の駆動ロッド３９１参照）の先端部に回転可能に軸支されており、アクチュ
エータ３９の駆動により、中間転写ベルト２１に圧接されたり、中間転写ベルト２１から
離間されたりする。アクチュエータ３９の駆動は、制御部１４により制御される。このア
クチュエータ３９としては、例えばソレノイドや直動モータなどを用いることができるが
、これに限定されず、たとえば偏心カムを用いることも可能である。
【００２４】
　又、二次転写位置３５１の下流側の中間転写ベルト２１に沿った位置には、γ補正曲線
作成用に中間転写ベルト２１上に形成されるトナーパターンを検出するための一組のパタ
ーン検出センサ２５が、中間転写ベルト２１の幅方向（中間転写ベルト２１の走行方向と
直交する方向）の両側にそれぞれ配置されている。パターン検出センサ２５としては、例
えば、ＬＥＤなどの発光素子とフォトダイオードなどの受光素子を備え、トナーパターン
の反射濃度を検出する反射型の光電センサを用いることができる。ここで、反射濃度とは
、測定対象物への投射光量をＩ0とし、測定対象物からの反射光量をＩとするとき、Ｄ＝
－logＩ／Ｉ0の式によって表されるＤのことをいう。
【００２５】
　なお、中間転写ベルト２１が透光性の材料で構成されている場合には、バターン検出セ
ンサ２５として、発光部と受光部とからなる透過式の濃度検出センサを用いることができ
る。
　給紙部１２は、転写紙などの記録シートＳを保持し、保持している記録シートＳを二次
転写位置３５１まで搬送するものであって、当該記録シートＳを収納する給紙カセット３
１と、給紙カセット３１内の記録シートＳを搬送路３７上に１枚ずつ繰り出す繰り出しロ
ーラ３２と、中間搬送ローラ対３３と、二次転写位置３５１に送り出すタイミングをとる
ためのタイミングローラ対３４とからなる。
【００２６】
　上記トナー像の作像のタイミングに合わせて、給紙部１２から二次転写位置３５１に記
録シートＳが搬送され、二次転写ローラ３５と駆動ローラ２２間に作用する静電力により
、中間転写ベルト２１上のトナー像が記録シートＳ上に二次転写される。トナー像が転写
された記録シートＳは、定着部１３で熱定着された後、排出ローラ対３６を介して、排紙
トレイ３８上に排出される。
【００２７】
　画像読取部１５としては、原稿画像をＣＣＤセンサで読み取ってＲ，Ｇ，Ｂの画像デー
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タを生成する公知のものが使用され、原稿台に載置された原稿を、スキャナを移動させて
スキャンするミラースキャン方式のものや、スキャナを固定させて原稿を原稿搬送装置で
移動しながら原稿画像を読み取るシートスルー方式のものなどがあるが、原稿画像をカラ
ーで読み取ることができれば、特に限定されない。
【００２８】
　（２）制御部１４の構成
　図２は、制御部１４の構成を示すブロック図である。同図に示すように、制御部１４は
、主な構成要素として、ＣＰＵ１０１、通信インターフェース（Ｉ／Ｆ）部１０２、ＲＯ
Ｍ１０３、ＲＡＭ１０４、画像信号処理部１０５、γ補正データ作成部１０６、γ補正用
ＬＵＴ記憶部１０７、パターン画像記憶部１０８、濃度変換用ＬＵＴ記憶部１０９、最下
層色特定テーブル記憶部１１０、画像データ記憶部１１１などを備える。
【００２９】
　通信Ｉ／Ｆ部１０２は、ＬＡＮカード、ＬＡＮボードといったＬＡＮに接続するための
インターフェースである。ＲＯＭ１０３には、画像形成動作を実行するために必要なプロ
グラムのほか、後述するγ補正データ作成処理を実行するためのプログラム、当該処理に
おいて用いる、後述する補正係数、後述する画像データγ補正処理を実行するためのプロ
グラムなどが格納されている。ＲＡＭ１０４は、ＣＰＵ１０１のプログラム実行時のワー
クエリアとして用いられる。
【００３０】
　画像信号処理部１０５は、画像読取部１５で原稿をスキャンして得られたＲ，Ｇ，Ｂの
電気信号をそれぞれデジタル信号に変換し、Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋの再現色の画像データを生成
する。図３は、画像信号処理部１０５の構成を示す図である。同図に示すように、画像信
号処理部１０５は、Ａ／Ｄ変換部１０５１、シェーディング補正部１０５２、ＬＯＧ変換
部１０５３、ＵＣＲ（下色除去）・ＢＰ（墨加刷）処理部１０５４、色補正部１０５５、
γ補正部１０５６、空間周波数補正部１０５７を備える。
【００３１】
　Ａ／Ｄ変換部１０５１は、画像読取部１５より得られたＲ，Ｇ，Ｂの電気信号（反射率
データ）をＲ，Ｇ，Ｂの多値デジタル信号に変換する。シェーディング補正部１０５２は
、画像読取部１５のスキャナの露光ランプの照射ムラやＣＣＤセンサの感度ムラを解消す
るために設けられている。具体的には、シェーディング補正部１０５２は、プレスキャン
時に原稿ガラス台に設置された白色基準板を読み込んで、このときの画像データの読取値
から各画素の乗算比率を定めてＲＡＭ１０４に記憶させ、原稿読取時に、各画像データに
ＲＡＭ１０４に記憶させた乗算比率を乗算して画像データの補正を行う。
【００３２】
　ＬＯＧ変換部１０５３は、シェーディング補正部１０５２において補正された画像デー
タを濃度データに変換する。なお、外部端末から画像データを受信した場合、それらはＲ
，Ｇ，Ｂの色濃度データである場合が多いので、上述したＡ／Ｄ変換部１０５１、シェー
ディング補正部１０５２、ＬＯＧ変換部１０５３におけるデータ処理は特に必要ない。
　ＵＣＲ・ＢＰ処理部１０５４は、黒色の再現を改善するため、Ｒ，Ｇ，Ｂの３色のデー
タの共通部分を黒色のデータとして計算するとともに、３色のデータの各値から黒色のデ
ータの値を差し引いた値に所定の係数を乗じて色補正部１０５５に出力する。
【００３３】
　色補正部１０５５は、入力された３色のデータに所定のマスキング係数を乗じてＣ，Ｍ
，Ｙの色濃度データを生成する。Ｒ，Ｇ，ＢとＣ，Ｍ，Ｙは、相互に補色の関係にあり濃
度は等しい筈であるが、実際は、ＣＣＤセンサ内のフィルタＲ，Ｇ，Ｂの透過特性と画像
形成装置の各トナーＣ，Ｍ，Ｙの反射特性は、それぞれリニアには変化しないので、色補
正部１０５５では、入力された３色のデータに所定のマスキング係数を乗じて線型補正を
加えて、Ｃ，Ｍ，Ｙの色濃度データを生成して、Ｋの色濃度データとともにγ補正部１０
５６に出力する。γ補正部１０５６は、後述する画像データγ補正処理を行うことにより
、画像データのＹ，Ｍ，Ｃ，Ｋの各色濃度データの階調値の補正を行う。補正後のＹ，Ｍ
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，Ｃ，Ｋの各色濃度データは、空間周波数補正部１０５７においてデータのスムージング
等を行った後、画像データ記憶部１１１に格納される。
【００３４】
　図２の説明に戻って、γ補正データ作成部１０６は、後述するγ補正データ作成処理を
行う。γ補正用ＬＵＴ記憶部１０７は、後述するγ補正データ作成処理により作成された
γ補正用ＬＵＴを記憶している。ここで、γ補正用ＬＵＴとは、読取られた原稿濃度と画
像として出力される出力画像濃度とがリニアな関係（比例関係）を満足するように、原稿
濃度の階調値を補正値に変換するためのテーブルのことをいい、Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋの各色に
ついて作成され、記憶されている。図４は、γ補正用ＬＵＴの具体例を示す。
【００３５】
　γ補正用ＬＵＴには、原稿の画像データが多色（Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋの内、２成分以上の階
調値が０より大きい画像データ）である場合に、中間転写ベルト２１上の最下層となる色
を除く色の色濃度データ（階調値）に対して用いられるγ補正用第１ＬＵＴと、原稿の画
像データが単色（Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋの内、３成分の階調値が０を示す画像データ）である場
合の各単色の色濃度データ及び多色の最下層となる色の色濃度データに対して用いられる
γ補正用第２ＬＵＴと、がある。γ補正用第１及び第２ＬＵＴの作成方法については、後
述するγ補正データ作成処理の説明において詳述する。
【００３６】
　図２の説明に戻って、パターン画像記憶部１０８は、γ補正曲線を作成するための各色
（Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋの各色）のトナーパターンを示す画像データ（以下、「トナーパターン
データ」という。）を記憶している。各色のトナーパターンデータは、少なくとも２つ以
上の階調値を示す画像データから構成される。例えば、トナーパターンデータとして、０
、３０、６０、９０、１２０、１５０、１８０、２１０、２４０の各階調値を示す所定幅
のパッチが連続して並んで形成されるトナーパターンを示す画像データを用いることがで
きる。
【００３７】
　各色のトナーパターンは、後述するγ補正データ作成処理において中間転写ベルト２１
上に副走査方向（中間転写ベルト２１の走行する方向）に形成され、トナーパターンを構
成する１つのパッチの副走査方向の幅は、パターン検出センサ２５の副走査方向の検出幅
以上であって、トナーパターンが中間転写ベルト２１上を走行中に当該トナーパターンを
構成する各パッチの濃度をパターン検出センサ２５で検出するのに必要な幅が設定される
。濃度変換用ＬＵＴ記憶部１０９は、Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋの各色について、反射濃度と階調値
との対応関係を示す濃度変換用ルックアップテーブル（濃度変換用ＬＵＴ）を記憶してい
る。最下層色特定テーブル記憶部１１０は、最下層色特定テーブルを記憶している。
【００３８】
　ここで、「最下層色特定テーブル」とは、複数種類の色濃度データの組み合わせと、当
該組み合わせの各色濃度データの色のトナーを中間転写ベルト２１上に重ね合わせた場合
に、最下層になるトナー色（以下、「最下層色」という。）との対応関係を示すテーブル
のことをいう。図５は、最下層色特定テーブルの具体例を示す。図２の説明に戻って、画
像データ記憶部１１１は、画像データγ補正処理により階調値が補正された画像データを
記憶している。
【００３９】
　（３）γ補正データ作成処理
　図６は、γ補正データ作成部１０６の行うγ補正データ作成処理の動作を示すフローチ
ャートである。γ補正データ作成処理は、例えば、画像形成装置１０の電源が投入された
時や、電源投入後、所定時間経過した時若しくは所定枚数の印刷処理が完了した時や現像
器４Ｙ～４Ｋの何れかのトナーが交換された時などに実行される。図７（ａ）は、γ補正
データ作成処理の起動時における、中間転写ベルト２１と二次転写ローラ３５の位置関係
を示す図である。
【００４０】
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　γ補正データ作成部１０６は、γ補正データ作成処理の起動時には、図７（ａ）に示す
ように、中間転写ベルト２１と二次転写ローラ３５が、離間状態になるように、アクチュ
エータ３９を制御する。図７（ａ）、（ｂ）において、符号１Ｙ～１Ｋは、感光体ドラム
を、符号５Ｙ～５Ｋは、一次転写ローラを、符号２１は、中間転写ベルトを、符号２２は
、駆動ローラを、符号２３は、従動ローラを、符号２４は、クリーナを、符号２５は、パ
ターン検出センサを、符号３５は、二次転写ローラを、符号３９は、アクチュエータを、
符号３９１は、駆動ロッドをそれぞれ表す。
【００４１】
　γ補正データ作成部１０６は、各色のトナーパターンデータをパターン画像記憶部１０
８より読み出し、各色のトナーパターンデータに基づくトナーパターンを画像プロセス部
１１に形成させる（ステップＳ６０１）。具体的には、中間転写ベルト２１上に複数のト
ナーパターンを形成する。
　図８は、中間転写ベルト２１上に形成された各色のトナーパターンの具体例を示す。同
図の符号２１は、中間転写ベルト２１を、符号Ｙ１，Ｍ１，Ｃ１，Ｋ１、Ｙ２，Ｍ２，Ｃ
２，Ｋ２は、それぞれ，色が、Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋのトナーパターンを、符号２１１は、記録
シートＳが通紙されず、記録シートＳに中間転写ベルト２１上のトナー像が転写されない
非通紙領域を、符号２１２は、記録シートＳが通紙され、記録シートＳに中間転写ベルト
２１上のトナー像が転写される通紙領域をそれぞれ表す。同図に示すように、各色のトナ
ーパターンは、中間転写ベルト２１上の両側の、非通紙領域２１１に形成されている。こ
こでは、各色の一組目のＹ１，Ｍ１，Ｃ１，Ｋ１のトナーパターンについては、二次転写
ローラ３５に二次転写されない状態で、反射濃度がパターン検出センサ２５により検出さ
れ、各色の二組目のＹ２，Ｍ２，Ｃ２，Ｋ２のトナーパターンについては、二次転写ロー
ラ３５に二次転写された後に中間転写ベルト２１上に残る残存トナーパターンにおける反
射濃度がパターン検出センサ２５により検出されるものとする。
【００４２】
　なお、各色のトナーパターンを構成するパッチは、図９に示すように、二次転写後にお
いても、前後のパッチと重ならないように所定の間隔を置いて配列されているものとする
。同図に示す各パッチ内の数字は、当該パッチの階調値を示す。又、各色のトナーパター
ンの長さは、二次転写ローラ３５の周長よりも短いものとする。トナーパターンが二次転
写ローラ３５の周長より長いと、二次転写ローラ３５の周長に相当するトナーパターンが
二次転写ローラ３５に二次転写された後に、二次転写ローラ３５に二次転写されたトナー
パターンが、中間転写ベルト２１上の残りのトナーパターン上に再転写されてしまい、反
射濃度が正しく検出されなくなるからである。
【００４３】
　図６の説明に戻って、γ補正データ作成部１０６は、画像プロセス部１１へのトナーパ
ターンの形成指示後、所定時間経過したか否かを監視することにより、中間転写ベルト２
１上に形成された各色の一組目のトナーパターンが、二次転写位置３５１を通過したか否
かを判定する（ステップＳ６０２）。
　ここで、所定時間は、画像プロセス部１１へのトナーパターンの形成指示の時点を起点
とし、その後、図７（ｂ）に示すように、中間転写ベルト２１上に形成された符号７０１
で表す一組目の各色のトナーパターンの全てが、二次転写位置３５１を通過する時点を終
点とする時間に相当し、当該時間は、予め求められてＲＯＭ１０３内に格納されているも
のとする。図７（ｂ）の符号７０２は、二組目の各色のトナーパターンを表す。
【００４４】
　各色の一組目のトナーパターンが、二次転写位置３５１を通過すると（ステップＳ６０
２：ＹＥＳ）、γ補正データ作成部１０６は、図７（ｂ）に示すように、アクチュエータ
３９を通じて二次転写ローラ３５を中間転写ベルト２１に圧接させた後（ステップＳ６０
３）、パターン検出センサ２５より、一組目の各色のトナーパターンの反射濃度の検出結
果と二次転写後の二組目の各色の残存トナーパターンの反射濃度の検出結果をそれぞれ取
得する（ステップＳ６０４、６０５）。
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【００４５】
　次に、γ補正データ作成部１０６は、一組目の各色のトナーパターンを構成する各階調
値のパッチの反射濃度の検出結果と、当該パッチの階調値との対応関係に基づいて、各色
について測定曲線を作成し（ステップＳ６０６）、作成した各測定曲線の逆関数となる曲
線を第１γ補正曲線として作成する（ステップＳ６０７）。
　さらに、γ補正データ作成部１０６は、濃度変換用ＬＵＴ記憶部１０９に記憶されてい
る各色についての濃度変換用ＬＵＴを参照して、各色についての第１γ補正曲線の反射濃
度を階調値に変換して、各色について、入力画像データの階調値（原稿濃度の階調値）と
補正後の階調値（補正値）との対応関係を示すγ補正用第１ＬＵＴを作成し、γ補正用Ｌ
ＵＴ記憶部１０７に記憶させる（ステップＳ６０８）。
【００４６】
　次に、γ補正データ作成部１０６は、二組目の各色の残存トナーパターンを構成する各
階調値のパッチの反射濃度の検出結果に、ＲＯＭ１０３に予め記憶されている補正係数を
乗算して、各色のトナーパターンを二次転写ローラ３５ではなく、記録シートに二次転写
した場合における各色の残存トナーパターンを構成する各階調値のパッチの反射濃度の指
標値として算出する（ステップＳ６０９）。
【００４７】
　ここで、補正係数は、各色のトナーパターンを二次転写ローラ３５に二次転写した場合
と、記録シートに二次転写した場合とで、二次転写後の中間転写ベルト２１上におけるト
ナーパターンの残存濃度をそれぞれ、パターン検出センサ２５を用いて予め測定しておき
、両者の残存濃度の比（記録シートに二次転写した場合における残存濃度／二次転写ロー
ラ３５に二次転写した場合における残存濃度）を補正係数として求めることができる。当
該補正係数は、各色のトナーパターンについて別々に定めることとしてもよいし、各色に
ついて求めた補正係数の平均値をトナーパターンの色にかかわらず一律に定めることとし
てもよい。
【００４８】
　このようにして定めた補正係数をＲＯＭ１０３に記憶させておくことにより、当該補正
係数を用いて各色の残存トナーパターンを構成する各階調値のパッチの反射濃度の指標値
を算出することができる。
　算出した各色の残存トナーパターンを構成する各階調値のパッチの反射濃度の指標値と
当該パッチの階調値との対応関係に基づいて、各色について残トナー補正曲線を作成する
（ステップＳ６１０）。さらに、γ補正データ作成部１０６は、各色について作成した測
定曲線と、当該色について作成した残トナー補正曲線との差分を算出し、算出値に基づい
て差分測定曲線を作成し（ステップＳ６１１）、作成した各差分測定曲線の逆関数となる
曲線を第２γ補正曲線として作成する（ステップＳ６１２）。
【００４９】
　次に、γ補正データ作成部１０６は、濃度変換用ＬＵＴ記憶部１０９に記憶されている
各色についての濃度変換用ＬＵＴを参照して、各色についての第２γ補正曲線の反射濃度
を階調値に変換して、各色について、入力画像データの階調値（原稿濃度の階調値）と補
正後の階調値（補正値）との対応関係を示すγ補正用第２ＬＵＴを作成し、γ補正用ＬＵ
Ｔ記憶部１０７に記憶させる（ステップＳ６１３）。
【００５０】
　これにより、二次転写ローラ３５に二次転写されない残存トナー分の反射濃度が差し引
かれた状態でγ補正曲線が作成されるので、多色の画像データに基づいて出力画像を再現
する場合において、トナーの一部が中間転写ベルト２１上に残存する最下層の色の色濃度
データについての、γ補正曲線を用いた階調補正におけるトナー残存濃度に起因する階調
補正値の誤差を小さくすることができる。その結果、多色の画像データにおける階調補正
の精度を高めることができる。
【００５１】
　図１０は、γ補正データ作成処理において作成される測定曲線、差分測定曲線、残トナ
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ー補正曲線の具体例を示す。同図に示すグラフの縦軸は、反射濃度を示し、横軸は、階調
値を示す。同図の符号９０１は、差分測定曲線を、符号９０２は、測定曲線を、符号９０
３は、残トナー補正曲線を示す。測定曲線９０２と残トナー補正曲線９０３との差分をと
ることにより、差分測定曲線９０１が作成される。
【００５２】
　図１１は、γ補正データ作成処理において作成される第２γ補正曲線の具体例を示す。
同図に示すグラフの縦軸は、反射濃度を示し、横軸は、階調値を示す。同図の符号９０１
は、図１０に示す差分測定曲線を、符号１００１は、入力画像と出力画像の反射濃度がリ
ニアの関係となる目標階調を示す直線を、符号９１１は、差分測定曲線９０１の逆関数と
なる第２γ補正曲線を示す。又、図１１の符号９０２は、図１０に示す測定曲線を、符号
９１２は、測定曲線９０２の逆関数となる第１γ補正曲線を示す。
【００５３】
　図１１に示すように、二次転写時に中間転写ベルト２１上に残存する残存トナー濃度分
を補正することなく作成される第１γ補正曲線９１２を用いた場合には、求められる出力
画像の反射濃度は、ｙとなるのに対し、残存トナー濃度分が補正されて作成される第２γ
補正曲線９１１を用いた場合には、求められる出力画像の反射濃度はｙ＋Δｙとなり、残
存トナー濃度分に相当するΔｙ分だけ、求められる反射濃度が大きくなる。
【００５４】
　従って、二次転写時に中間転写ベルト２１上にトナーの一部が残存する単色や多色の最
下層色の色濃度データの階調補正を行う場合には、第２γ補正曲線に基づいて作成された
γ補正用第２ＬＵＴを用いることにより、再現される画像において階調が、所望の階調よ
りも小さくならないようにすることができる。その結果、多色が混色された出力画像の色
合いが所望の色合いで再現されないという不具合が生じるのを有効に防止することができ
る。
【００５５】
　（４）画像データγ補正処理
　図１２は、γ補正部１０５６が行う画像データγ補正処理の動作を示すフローチャート
である。γ補正部１０５６は、色補正部１０５５より、Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋの各色濃度データ
が画像データとして入力されると（ステップＳ１２０１）、各色濃度データの示す階調値
に基づいて、入力された画像データが単色か否かを判定する（ステップＳ１２０２）。
【００５６】
　単色でない場合に（ステップＳ１２０２：ＮＯ）、γ補正部１０５６は、最下層色特定
テーブル記憶部１１０に記憶されている最下層色特定テーブルを参照して、入力された画
像データの示す多色（階調値が０でない色濃度データの色の組み合わせ）に対応する最下
層色を特定する（ステップＳ１２０３）。
　さらに、γ補正部１０５６は、画像データの示すＹ，Ｍ，Ｃ，Ｋの各色濃度データの内
、最下層色に該当する色濃度データについては、γ補正用ＬＵＴ記憶部１０７に記憶され
ているγ補正用第２ＬＵＴを用いて、階調値を対応する補正値に変換して階調値を補正し
、最下層色に該当しない色濃度データについては、γ補正用第１ＬＵＴを用いて、階調値
を対応する補正値に変換して階調値を補正する（ステップＳ１２０４）。
【００５７】
　ステップＳ１２０２において、入力された画像データが単色である場合には、γ補正部
１０５６は、γ補正用ＬＵＴ記憶部１０７に記憶されているγ補正用第２ＬＵＴを用いて
、階調値を対応する補正値に変換して階調値を補正する（ステップＳ１２０５）。
　これにより、多色の画像データに基づいて、複数種類の単色のトナーを中間転写ベルト
上で重ね合わせて多色が混色された出力画像を再現しようとする場合において、二次転写
時にトナーの一部が中間転写ベルト２１上に残存する最下層色については、残存トナー分
に相当する分だけ、階調値が大きくなるように階調値を補正することが可能なγ補正用第
２ＬＵＴを用いて階調補正がされる。従って、γ補正用第１ＬＵＴを用いて階調補正した
場合に比べ、残存トナーに起因する階調値のズレが小さくなるように補正することができ



(13) JP 5120402 B2 2013.1.16

10

20

30

40

50

、最下層の色の画像データの階調値について、階調補正の精度を高めることができる。そ
の結果、多色が混色された出力画像を所望の色合いで精度よく再現することができる。
＜補足＞
　以上、本発明に係る画像形成装置について、実施の形態に基づいて説明したが、本発明
はこの実施の形態に限られないことは勿論である。
【００５８】
　（１）本実施の形態においては、Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋの各色のトナーパターンにおける残存
トナーパターンの反射濃度を、各トナーパターンを二次転写ローラ３５に二次転写した後
に中間転写ベルト２１上に残存しているトナーパターンの反射濃度を測定することにより
検出することとしたが、各トナーパターンを記録シートに二次転写した後に中間転写ベル
ト２１上に残存しているトナーパターンの反射濃度を測定することにより検出することと
してもよい。この場合には、図６に示すγ補正データ作成処理において、補正係数を用い
て検出値を補正する処理（ステップＳ６０９）を省略することができる。
【００５９】
　（２）本実施の形態においては、Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋの各色のトナーパターンにおける二次
転写前の反射濃度の検出と二次転写後の残存トナーパターンにおける反射濃度の検出を行
うため、各色について２つのトナーパターンを形成することとしたが、１つのトナーパタ
ーンで両方の反射濃度を検出することとしてもよい。具体的には、二次転写ローラ３５及
びクリーナ２４を中間転写ベルト２１から離間させた状態で、二次転写前のトナーパター
ンの反射濃度をパターン検出センサ２５により検出し、その後、二次転写ローラ３５を中
間転写ベルト２１に圧接し、中間転写ベルト２１上のトナーパターンを周回させて二次転
写位置３５１を通過させた後に二次転写後の残存トナーパターンの反射濃度をパターン検
出センサ２５により検出することとしてもよい。
【００６０】
　又、記録シートの印刷処理時に中間転写ベルト２１上の非通紙領域に各色のトナーパタ
ーン形成し、印刷処理を実行しながら、各色の残存トナーパターンにおける反射濃度をパ
ターン検出センサ２５により検出することとしてもよい。この場合における二次転写ロー
ラ３５に転写されたトナーパターンのクリーニング操作は、記録シートが二次転写位置３
５１に搬送されてから、次の記録シートが二次転写位置へ搬送されるまでの間に行うこと
とする。クリーニング操作は、二次転写時と逆バイアスの電圧を二次転写ローラ３５に印
加することにより行われ、当該電圧の印加は、制御部１４によって制御される。
【００６１】
　又、各色のトナーパターンを形成する領域は、転写ベルト２１上の非通紙領域に限定さ
れず、通紙領域に形成することとしてもよい。
　（３）本実施の形態に係るγ補正データ作成処理及び画像データγ補正処理を適用でき
る画像形成装置のタイプは、フルカラーのタンデム型画像形成装置に限定されない。例え
ば、特許文献（特開2000-172043号公報）に開示されている画像形成装置、具体的には、
潜像を担持する感光体ドラムと、現像剤を担持・搬送する複数本の現像器によって、感光
体ドラム上に複数色のトナー像を重ね合わせるように形成後、転写材に一括転写するカラ
ー画像形成装置（当該特許文献図1参照）にも適用できる。
【００６２】
　（４）本実施の形態においては、図６のステップＳ６０９において用いる補正係数を記
録シートの種類に係らず定めておくこととしたが、厚紙、普通紙、写真用高質紙等の記録
シートの種類毎に補正係数を定めておくこととしてもよい。この場合、記録シートの種類
毎に該当する補正係数を用いて、各色の残存トナーパターンを構成する各階調値のパッチ
の反射濃度の指標値を算出し、算出した各指標値に基づいて、記録シートの種類毎に残ト
ナー補正曲線、第２γ補正曲線、γ補正用第２ＬＵＴを作成し、入力される画像データに
基づく画像が印刷される記録シートの種類に対応するγ補正用第２ＬＵＴを用いて、図１
２のステップＳ１２０４、ステップＳ１２０５の階調値の補正処理を行うこととしてもよ
い。
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【００６３】
　（５）本実施の形態においては、Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋの各色について、残存トナーパターン
の反射濃度を検出することとしたが、何れか一色についてのみ検出することとし、当該色
について検出した残存トナーパターンの検出結果に基づいて、各色に共通の残トナー補正
曲線を作成することとしてもよい。
　又、各色について検出した残存トナーパターンの反射濃度の平均値を算出し、当該算出
結果に基づいて各色に共通の残トナー補正曲線を作成することとしてもよい。或いは、残
存トナーパターンを直接検出せず、例えば、画像形成装置１０の製造者側で予め各色又は
Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋの何れか一色について、残存トナーパターンの反射濃度を検出しておき、
その検出結果に基づいて残トナー補正曲線を作成し、ＲＯＭ１０３等の記録媒体に記憶さ
せておくこととしてもよい。この場合には、残存トナーパターンの反射濃度の検出処理を
行うことなく、ＲＯＭ１０３等の記録媒体から残トナー補正曲線を読み出すことにより、
残トナー補正曲線を作成し、γ補正データ作成処理を実行することができる。
（６）本実施の形態においては、各色について差分測定曲線を作成し、作成した差分測定
曲線に基づいてγ補正用第２ＬＵＴを作成することとしたが、γ補正用第２ＬＵＴを作成
する方法は、上記方法に限定されない。例えば、各色について差分測定曲線を作成する代
わりに、各色について作成した残トナー補正曲線の逆関数をとることにより、残トナー補
正曲線のγ補正曲線を作成し、第１γ補正曲線と残トナー補正曲線のγ補正曲線との差分
をとることにより、差分γ補正曲線を作成し、作成した差分γ補正曲線に基づいてγ補正
用第２ＬＵＴを作成することとしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００６４】
　本発明は、電子写真方式の複写機やプリンタ等の画像形成装置に関し、特に画像形成装
置において出力画像の階調補正をする技術として利用できる。
【符号の説明】
【００６５】
１Ｙ～１Ｋ　　　　　　感光体ドラム
２Ｙ～２Ｋ　　　　　　帯電器
３Ｙ～３Ｋ　　　　　　露光部
４Ｙ～４Ｋ　　　　　　現像器
５Ｙ～５Ｋ　　　　　　１次転写ローラ
１０　　　　　　　　　画像形成装置
１１　　　　　　　　　画像プロセス部
１２　　　　　　　　　給紙部
１３　　　　　　　　　定着部
１４　　　　　　　　　制御部
１５　　　　　　　　　画像読取部
２０Ｙ～２０Ｋ　　　　作像ユニット
２１　　　　　　　　　中間転写ベルト
２２　　　　　　　　　駆動ローラ
２３　　　　　　　　　従動ローラ
２４　　　　　　　　　クリーナ
２５　　　　　　　　　パターン検出センサ
３２　　　　　　　　　繰り出しローラ
３３　　　　　　　　　中間搬送ローラ対
３４　　　　　　　　　タイミングローラ対
３５　　　　　　　　　２次転写ローラ
３６　　　　　　　　　排出ローラ対
３７　　　　　　　　　搬送路
３８　　　　　　　　　排紙トレイ
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３９　　　　　　　　　アクチュエータ
４１Ｙ～４１Ｋ　　　　現像ローラ
１０１　　　　　　　　ＣＰＵ
１０２　　　　　　　　通信インターフェース（Ｉ／Ｆ）部
１０３　　　　　　　　ＲＯＭ
１０４　　　　　　　　ＲＡＭ
１０５　　　　　　　　画像信号処理部
１０６　　　　　　　　γ補正データ作成部
１０７　　　　　　　　γ補正用ＬＵＴ記憶部
１０８　　　　　　　　パターン画像記憶部
１０９　　　　　　　　濃度変換用ＬＵＴ記憶部
１１０　　　　　　　　最下層色特定テーブル記憶部
１１１　　　　　　　　画像データ記憶部

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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【図１０】

【図１１】

【図１２】
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